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機能概要 

ギャングアップ印刷では、印刷シートより小さい複

数の画像を 1つのグループにまとめて、シート表面

の印刷範囲を最大化する必要があります。よくある

用途としては、名刺、はがき、チケットなどの印刷

があります。 

従来、ユーザーは特定の商品や用紙サイズに基づい

てテンプレートを作成しています。印刷会社は、新

しい商品を製造する必要があるたびに、その商品タ

イプに使用可能な用紙サイズごとに新しいテンプレ

ートを作成する必要があります。  

Fiery Imposeの新しいギャングアップ機能を利用す

ると、テンプレートの数を 5つ（用紙サイズごとに

1つ）に減らすことができ、今後のジョブ自動化に

向けてほんの 5つの自動化ワークフローを維持管理

するだけでよくなります。Fiery Imposeが、書類に

定義されているトリムボックスを使用し、印刷に望

ましい用紙サイズを考慮して、最適なレイアウト

（N-upおよび方向）をその場で計算します。 

この機能を使用して作成された面付けテンプレート

は、サーバープリセット、ジョブのプロパティ、

Fiery仮想プリンター、Fiery Hot Folders、Fiery 

JobFlowワークフローで利用できます。 

 
ゴール 

• 用紙サイズに応じたギャングアップレイア

ウトを作成する 

• 面付けテンプレートを作成する 

• 面付けテンプレートをホットフォルダーに

適用する 

• ホットフォルダーを使用してギャングアッ

プジョブを送信する 

その他のリソース 
その他のソフトウェアダウンロードやトレーニング

リソースについては、Fieryオンラインリソースを参

照してください。 

はじめに 
• Fiery Command WorkStation® 6（またはそ

れ以降）を起動し、Fiery FS300/FS300 Pro

を実行している少なくとも 1つの Fieryサー

バーに接続してください。 

• Fiery Command WorkStationを実行してい

るコンピューターで Fiery Imposeのライセ

ンスをアクティベートします。Fiery Impose

は、完全なライセンスモードかトライアル

モードのどちらかで使用できます。 

o Fiery Imposeの 30日間無料試用版を申

し込むには、

http://fiery.efi.com/impose/freetrial30に

アクセスしてください。  

http://efi.com/resources/fiery-online-resources/
http://fiery.efi.com/impose/freetrial30
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o サンプルファイル
MnM_business_card_landscape_SAM
PLE.pdfを Fieryサーバーの待機キュー

に送ります。ファイルを Command 

WorkStationの待機リストにドラッグす

るか、Command WorkStationのジョブ

のインポートメニューオプションを使用

します。 

o Fiery Hot Foldersをクライアントにイン

ストールする必要があります。Fiery Hot 

Foldersは、Fiery Command 

WorkStationのインストール時にデフォ

ルトでインストールされます。 

o ファイル
MnM_business_card_potrait_SAMPL
E.pdfおよび
MnM_postcard_SAMPLE.pdfのコピー
をデスクトップに用意します。 

o 印刷を開始する前にプリンターと Fiery

サーバーのキャリブレーションを行って

ください。  

「トリムボックスに合わせる」仕上がりサイズのラ

イセンス要件 

• 面付けテンプレートが作成される場所で

は、常に Fiery Imposeライセンスが必要 

です。 

• Imposeテンプレートを使用するには： 

o Fiery Hot Foldersおよび Fiery 

JobFlowを使用するには、クライア

ントに Fiery Imposeのライセンスが

必要です。 

o 仮想プリンター、サーバープリセッ

トおよびジョブのプロパティを使用

するには、Fieryサーバー（FS300 

Pro以降のみ）で Fiery Imposeのラ

イセンスが必要です。
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用紙サイズに応じたギャングアップレイアウトを作成する 
このセクションでは、面付け設定を定義し、シートを最大限に使用して名刺などの完成品を作成するギャン

グアップレイアウトを作成します。これは、はがきやチケットなどの他の完成品に利用できる面付けテンプ

レートとして保存することができます。 

1. まず、Command WorkStationの待機リストでジョブ

MnM_business_card_landscape_SAMPLE.pdfを選択し、右クリックして Impose...を選択
します。 

2. Fiery Imposeが起動し、名刺のプレビューが表示されます。 

3. 設定ペインに移動して、レイアウトメニューで普通を選択しギャングアップに変更します。  

4. ギャングアップタイプを唯一から反復に変更します。 

5. 選択した用紙サイズのシートが Fiery Imposeで最大限に使用されるようにするには、仕上が

りサイズメニューでトリムボックスに合わせるを選択します。「仕上がりサイズ変更はブリ

ード値をリセットします。」というメッセージが表示されます。OKをクリックしてウィンド

ウを閉じ、レイアウトを続行します。 

6. ギャングアップレイアウトの印刷に使用するシートサイズとして、12x18や SRA3などを選
択します。使用する用紙サイズを選択します。 
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7. レイアウト方向、行、列の各フィールドが、シートの印刷面を最大化するように自動的に定義

されます。プレビューにギャングアップレイアウトが自動的に表示されます。 

8. シートの両面に印刷する場合は、両面メニューから適切な両面印刷設定を選択します。この例

では、オンを選択します。指定する両面オプションは、使用する Fiery Drivenプリンターによ

って異なる場合があります。 

9. マークメニューで定義...を選択して、完成品を最終仕上がりサイズに裁断するのに使用される
トリミングマークを追加します。 

10. マークウィンドウで、トリミングマーク印刷をクリックします。 

11. トリミングマークのスタイル、横の長さ、縦の長さ、トンボタイプ、トンボ幅、トンボカラー

はカスタマイズできます。仕上げワークフローに必要な場合は、マークをオフセットすること

もできます。この例では、デフォルトのトリミングマーク設定を使用します。 

12. トリミングマークが仕上げの際に完全に除去されるようにするには、マークをおもて面のみ

印刷を選択します。 

13. 今後他の面付けレイアウトに適用する際にマークメニューから選択できるマークプリセットを

作成するには、プリセットメニューの横にある保存アイコンをクリックします。 

14. プリセットの保存ウィンドウで、トリミングマークプリセットのわかりやすい名前を入力し

ます。この例では、デフォルトトリミングマークと入力し、OKをクリックします。 

15. トリミングマークを定義したら、OKをクリックしてトリミングマークウィンドウを閉じ 

ます。 

16. トリミングマークが追加されたレイアウトがプレビューに表示されます。 

これでギャングアップレイアウトが完成しました。次のセクションでは、Fiery Hot Foldersなどのワ

ークフロー自動化ソリューションを利用して適用できるテンプレートとしてレイアウトを保存する方

法を学びます。 

面付けテンプレートを作成する 
このセクションでは、選択した用紙サイズのギャングアップレイアウトに使用される面付けテンプレ

ートを作成します。テンプレートのみ保存されます。ワークフロー自動化ソリューションを利用して

指定の用紙サイズにギャングアップレイアウトを自動的に適用する方法を実地に説明するため、レイ

アウトは保存されません。 

1. Fiery Imposeの設定ペインで、保存アイコンをクリックして Fiery Imposeテンプレートを作

成します。 
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2. 保存ダイアログウィンドウが開いたら、面付けテンプレートのわかりやすい名前を入力しま

す。この例では、レイアウト用にもともと選択した用紙サイズに応じて、12x18ギャングア
ップか SRA3ギャングアップのどちらかを入力します。 

3. OKをクリックして、テンプレートウィンドウを閉じます。 

4. この名前がテンプレートメニューに表示されるようになります。 

5. これでテンプレートが保存されたので、右上隅の Xをクリックします。 

6. この演習の目標は、Fieryホットフォルダーに適用されるテンプレートを作成すること 

です。 

7. いいえをクリックして、レイアウトを保存せずに Fiery Imposeを閉じます。 

面付けテンプレートが保存され、ジョブのプロパティ、Fiery Hot Folders、Fiery JobFlowを使用し

てジョブに適用することができます。次のセクションでは、面付けテンプレートを Fieryホットフォ

ルダーに割り当てる方法を学びます。 

 

面付けテンプレートをホットフォルダーに適用する 
このセクションでは、面付けテンプレートをホットフォルダーに適用して、ギャングアップジョブの

送信を自動化します。 

1. Fiery Command WorkStationを最小化します。 

2. デスクトップの Fiery Hot Foldersアプリケーションをダブルクリックします。 

3. 新規ホットフォルダーを作成するには、ツールバーの新規をクリックします。 

4. そのホットフォルダーのわかりやすい名前を入力します。これにより、そのホットフォルダ

ーを使用して送信されるジョブに適用されるジョブアクションを識別しやすくなります。 

この例では、レイアウト用にもともと選択した用紙サイズに応じて、12x18ギャングアップ

か SRA3ギャングアップのどちらかを入力します。 

5. ホットフォルダーの場所を選択します。これは、Fiery Drivenプリンターに送信されるファ

イルをドラッグアンドドロップする場所です。デフォルトでは、ホットフォルダーはデスク

トップに配置されます。この演習では、デフォルトの場所を使用します。 

6. ホットフォルダーから送信されたジョブを受け取る Fieryサーバーを選択するには、サーバ

ー名フィールドの横にある選択をクリックします。 
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7. サーバーに接続ウィンドウで、Fieryサーバーの名前か TCP/IPアドレスのどちらかを入力す

るか、検索アイコンをクリックしてネットワーク上の Fieryサーバーを一覧表示して選択す

ることができます。サーバーを選択したら、接続をクリックします。その Fieryサーバーが

サーバー名フィールドに表示されます。 

8. ジョブアクションメニューを選択して、ホットフォルダーを通じて送信されたジョブを

Fieryサーバーが処理する方法を定義します。オプションには、印刷、直接、待機、印刷後

待機、処理後待機、印刷後削除、およびプルーフ印刷があります。各設定の詳しい説明につ

いては、オンラインヘルプを参照してください。この例では、処理後待機のジョブアクショ

ンを選択します。これにより、ファイルは処理された後、待機リストに保持されます。印刷

前にジョブをプレビューすることができます。 

9. 作成済みの面付けテンプレートを適用するには、ジョブのプロパティメニューから定義を選

択します。 

10. ジョブのプロパティウィンドウが開いたら、レイアウトタブを選択します。 

11. Imposeラジオボタンを選択します。 

12. レイアウトタブのテンプレートメニューから、作成済みのカスタムテンプレートを選択しま

す。この例では、12x18ギャングアップか SRA3ギャングアップのどちらかを選択します。 

13. OKをクリックしてこれらのジョブプロパティを適用し、ホットフォルダー設定ウィンドウ

に戻ります。 

14. 最後に、OKをクリックしてホットフォルダーを作成し、使用しているコンピューターのデ

スクトップに公開します。 

どのようなサイズの書類でもホットフォルダーにドロップすれば、Fieryサーバーに送信されます。

ギャングアップ面付けが適用され、シートの印刷面が最大になる行数と列数が自動的に計算されま

す。次のセクションでは、2種類の異なるサイズの書類をホットフォルダーに送信します。 

ホットフォルダーを使用してギャングアップジョブを送信する 
このセクションでは、2種類の異なるサイズの書類を送信して、用紙サイズ機能によるギャングアッ

プ自動化を実際に試します。 

1. Fiery Hot Foldersを最小化します。 

2. MnM_business_card_portrait _SAMPLE.pdfファイルを見つけます。 
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3. キーボードの Ctrlキーを押しながら、そのファイルを 12x18ギャングアップまたは SRA3ギ

ャングアップという名前のホットフォルダーにドラッグします。これにより、送信されるフ

ァイルのコピーが作成され、元のファイルは保持されます。 

4. ファイルが Fieryサーバーに送信され、面付けテンプレートが適用された後、ジョブが処理

されて待機リストに入ります。 

5. Command WorkStationに切り替えて、ジョブをプレビューします。 

6. 待機リストの先頭にある MnM_business_card_portrait _SAMPLE.pdf.dbpジョブを選択しま

す。Fiery Command WorkStationの右側のプレビューペインに、面付けレイアウトのプレビ

ューが表示されます。 

7. もっと大きいウィンドウでジョブをプレビューするには、ジョブを右クリックしプレビュ

ー...を選択して、Fieryプレビューを開きます。 

8. 12x18または SRA3シートにトリミングマークの付いた 3行 8列のギャングアップレイアウ

トで、名刺ジョブのプレビューが表示されます。 

9. プレビューウィンドウを閉じます。 

10. 次に、名刺ジョブとは異なるサイズのはがきジョブを面付けします。 

11. Command WorkStationを最小化します。 

12. キーボードの Ctrlキーを押しながら、デスクトップの MnM_postcard_SAMPLE.pdfファイル

を 12x18ギャングアップまたは SRA3ギャングアップという名前のホットフォルダーにドラ

ッグします。これにより、送信されるファイルのコピーが作成され、元のファイルは保持さ

れます。 

13. ファイルが Fieryサーバーに送信され、面付けテンプレートが適用された後、ジョブが処理

されて待機リストに入ります。 

14. Command WorkStationに切り替えて、ジョブをプレビューします。 

15. 待機リストの先頭にある MnM_postcard_SAMPLE.pdf.dbpジョブを選択します。Fiery 

Command WorkStationの右側のプレビューペインに、面付けレイアウトのプレビューが表

示されます。 

16. もっと大きいウィンドウでジョブをプレビューするには、ジョブを右クリックしプレビュ

ー...を選択して、Fieryプレビューを開きます。 

17. 12x18または SRA3シートにトリミングマークの付いた 2行 4列のギャングアップレイアウ

トで、はがきジョブのプレビューが表示されます。 
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これで以下を正常に完了しました。 

• トリムボックスに合わせて新しい Fiery Impose機能を使用する面付けテンプレートを作成 

する 

• この面付けテンプレートを適用するホットフォルダーを作成する 

• このホットフォルダーを使用して 2種類のサイズの書類を送信し、書類ごとにシートの印刷

面を最大化するギャングアップレイアウトを自動的に印刷する 
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